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❶二つの小治田寺

❷大后寺と大后寺領荘園

❸大后寺領荘園からみた小治田寺

結語

　奈良県明日香村奥山に所在する奥山廃寺（奥山久米寺）は，620～630 年代に創建された古代寺院

と考えられ，古代文献に見える小治田寺に比定されている。しかし，小治田寺の創建事情について

は，いまだ確固たる定説がない。そこで本稿では，古代～中世の関連史料を読み直すことによって，

おおむね次のような結論を得た。

　一，飛鳥の小治田寺は 7 世紀後葉には筆頭格の尼寺であり，8 世紀になっても天皇家と深い関わ

りを有していた。平城遷都とともに平城京北郊への移転が行なわれ，新寺も小治田寺と呼ばれたこ

とが確認される。

　二，平安時代以降の史料に見える奈良の大后寺は，その地理的位置から見て，平城小治田寺と同

一実体と推定することができる。平城遷都以前から，小治田寺は大后寺という法号を有していたと

見るのが自然であろう。

　三，『簡要類聚抄』に記された大和国の大后寺領荘園群は，中ツ道の陸運と大和川の水運を押さえ

る場所に計画的に配置されており，その背後に巨大な権力・財力の存在が窺われる。これらの荘園

は小治田寺が創建されて間もない時期に施入されたと考えられ，その立地は奥山廃寺式軒瓦の分布

とも照応する点がある。

　四，小治田寺は，推古天皇の死を契機として創建された小墾田宮付属寺院と推測され，その意味

で，倭国最初の勅願寺・百済大寺の先蹤をなすものと評価することができる。
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